
蓮
馨
寺
門
前
近
く
の
立
門
前

通
り
に
面
し
て
い
る
「
旧
鶴
川

座
」
（
元
芝
居
小
屋
）
の
前
身

は
同
境
内
に
あ
っ
た
「
松
連
座
」

だ
っ
た
。
明
治

26年
の
大
火
で

蓮
馨
寺
と
と
も
に
焼
失
し
、
川

越
座
と
し
て
再
建
。
明
治

31年

に
新
築
さ
れ
「
鶴
川
座
」
と
な

り
、
活
動
写
真
・
映
画
館
な
ど

に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

最
も
歴
史
的
価
値
が
高
い

本
山
議
員
は
、
旧
鶴
川
座
の

特
徴
や
専
門
家
の
評
価
な
ど
を

た
だ
し
ま
し
た
。
都
市
計
画
部

長
は
、
現
況
・
修
復
調
査
が
行

わ
れ
、
首
都
圏
に
現
存
す
る
最

も
古
い
芝
居
小
屋
で
、
回
り
舞

台
、
舞
台
地
下
の
奈
落
、
ぶ
ど

う
棚
な
ど
が
現
存
し
、
専
門
家

か
ら
芝
居
小
屋
の
一
つ
と
し
て

貴
重
な
建
物
。
建
築
当
初
の
芝

居
小
屋
と
し
て
、
復
原
す
る
の

が
最
も
歴
史
的
価
値
が
高
い
と

さ
れ
て
い
る
と
答
弁
。

文
化
財
指
定
し
芝
居
小
屋
に

本
山
議
員
は
、
旧
鶴
川
座
を

文
化
財
に
指
定
し
、
「
芝
居
小

屋
」
に
復
元
し
た
場
合
の
建
築

基
準
法
上
の
制
約
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
。
同
部
長
は
芝
居
小

屋
が
「
劇
場
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
不
特
定
多
数
者
を
対
象
と

し
た
「
興
行
場
等
」
に
当
た
り
、

一
定
の
規
制
が
か
か
る
。
し
か

し
、
文
化
財
保
護
法
や
関
係
条

例
に
よ
り
建
築
基
準
法
上
、
規

制
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
答
弁
。

復
原
・
活
用
へ
連
絡
会
構
成

同
議
員
は
、
今
後
の
旧
鶴
川
座

の
保
存
･
活
用
に
当
た
っ
て
の

市
の
考
え
方
、
国
の
補
助
な
ど

に
つ
い
て
市
に
た
だ
し
ま
し
た
。

同
部
長
は
経
年
劣
化
の
た
め

修
復
工
事
が
急
務
。
活
用
に
当

た
っ
て
は
現
在
、
実
施
主
体
を

民
間
事
業
者
と
想
定
し
、
市
・

国
関
係
団
体
か
ら
の
助
成
、
出

資
な
ど
を
研
究
し
て
い
る
。
旧

鶴
川
座
は
土
地
・
建
物
を
民
間

が
所
有
し
、
所
有
者
・
商
店
会
・

地
元
関
係
者
で
連
絡
会
を
構
成

し
、
保
存
・
活
用
に
当
た
っ
て
、

今
後
協
議
し
て
い
く
と
答
え
ま

し
た
。
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芝居小屋 旧鶴川座の復原・活用を
本山修一議員の一般質問

何
が
特
定
秘
密
か
分
か
ら
ず
逮

捕
さ
れ
、
裁
判
で
は
被
告
人
、
弁

護
士
に
も
特
定
秘
密
が
開
示
さ
れ

ず
公
判
が
進
み
、
犯
罪
者
に
さ
れ

る
希
代
の
悪
法
で
あ
る
こ
と
が
一

般
質
問
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
負
担
１
割
か
ら
２
割
へ
。

要
支
援
者
１
・
２
を
保
険
外
に
。

平
成

26年
度
は
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
時
期
。
市
は
、

第
６
期
に
保
険
料
の
値
上
げ
も
検

討
し
て
い
ま
す
。

労
働
者
の
非
正
規
化
は
、
自
治

体
で
も
広
が
り
矛
盾
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
正
規
職
員
と
同
じ
仕

事
を
何
年
も
し
て
い
る
臨
時
保
育

士
や
臨
時
教
員
の
待
遇
改
善
と
正

規
雇
用
化
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

平
成

27年
度
か
ら
子
育
て
新
制

度
が
実
施
予
定
。
潜
在
的
な
保
育

需
要
を
把
握
し
、
待
機
児
童
を
無

く
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
は
保

育
の
質
を
落
と
さ
ず
に
、
保
育
の

量
を
確
保
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
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待
機
児
童
解
消
め
ざ
し
て

非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
を

介
護
保
険
が
改
悪
に

希
代
の
悪
法
、
秘
密
保
護
法

い
よ
い
よ
４
月
１
日
か
ら

消
費
税
が
８
％
に
。
働
く
人

の
賃
金
は
減
り
続
け
年
金
も

下
が
る
一
方
、
物
価
は
上
り
、

生
活
は
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
市
の
予

算
は
消
費
税
増
税
を
前
提
と

し
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
が
増
税
さ
れ
る
と
市

に
入
る
税
金
は
増
え
ま
す
が
、

市
が
発
注
す
る
事
業
に
も
消

費
税
が
か
か
り
、
一
部
企
業

だ
け
恩
恵
を
受
け
る
復
興
特

別
法
人
税
の
廃
止
で
財
政
へ

の
マ
イ
ナ
ス
影
響
も
大
き
く

な
り
ま
す
。

新
年
度
予
算
は
さ
ら
に
、

市
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化

に
所
得
制
限
を
設
け
る
こ
と

や
学
童
保
育
料
が
昨
年
に
続

き
千
円
値
上
げ
、
復
興
増
税

で
市
・
県
民
税
合
わ
せ
て
千

円
が
増
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

で
は
市
民
生
活
は
悪
化
す
る

一
方
で
す
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
は
、
今
ま
で
市
が
運
営
し

て
い
た
も
の
を
民
間
が
建
設
・

運
営
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
前

提
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

偽
装
請
負
や
安
全
面
の
懸
念

も
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
本
当
に

良
い
の
か
説
明
が
尽
く
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
間
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
で
重
要
施
策

の
決
定
過
程
が
不
透
明
で
す
。

公
正
・
公
開
の
姿
勢
に
立
ち

返
り
、
市
民
が
納
得
す
る
施

策
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
市
が
行
う

べ
き
事
業
の
多
く
が
外
部
委

託
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
の

知
識
や
責
任
が
失
わ
れ
、
行

政
へ
の
信
頼
を
損
な
う
た
め

早
急
に
改
め
る
べ
き
で
す
。

市
は
住
民
の
暮
ら
し
に
目

を
向
け
、
地
域
経
済
や
福
祉

に
向
け
る
な
ど
独
自
施
策
を

お
こ
な
う
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
契
約
条
例
に
関
連

し
た
市
長
の
議
会
外
で

の
発
言
が
原
因
で
昨
年

12月
議
会
が
審
議
半
ば

で
流
会
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
冒
頭

市
長
か
ら
発
言
が
あ

り
、
日
本
共
産
党
ほ

か
数
会
派
が
代
表
質

疑
で
市
長
の
政
治
姿

勢
を
質
し
ま
し
た
。

市
長
は
「
政
治
は
結

果
責
任
」
な
ど
と
責

任
回
避
と
も
取
れ
る
発
言
だ
っ

た
た
め
、
日
本
共
産
党
の
本

山
市
議
団
長
は
、

23人
の
一

般
質
問
が
で
き
な
い
な
ど
重

大
な
事
態
が
起
き
た
こ
と
に

対
す
る
市
長
の
姿
勢
を
繰
返

し
追
及
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
指
摘
を
受
け

市
長
は
最
終
日
に
次
の
よ
う

に
発
言
し
謝
罪
し
ま
し
た
。

〈〈 〈〈
市市 市市

長長 長長
発発 発発

言言 言言
要要 要要

旨旨 旨旨
〉〉 〉〉

議
会
と
の
信
頼
関
係
が
ゆ

ら
ぎ
、
市
政
に
混
乱
を
招
い

た
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
。

私
の
発
言
は
軽
率
だ
っ
た
。

関
係
者
に
は
発
言
を
取
り
消

し
謝
罪
し
た
。
公
契
約
条
例

は
、
公
共
調
達
審
議
会
の
内

容
を
尊
重
し
対
応
す
る
。
指

摘
さ
れ
た
事
柄
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
こ
の
よ
う
な
事
態

を
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
、
信
頼

さ
れ
る
市
政
運
営
に
努
め
る
。

消
費
税
増
税
で
は
社
会
保
障
も

景
気
も
良
く
な
ら
な
い
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市
政
こ

ん
だ

ん
会

を
開

き
ま

す
と

き
５

月

25日
（

日
）

13時

15分
～

15時

と
こ

ろ
大

東
市

民
セ

ン
タ

ー
・

講
座

室
１

市
が
行
う
べ
き
仕
事
を

次
々
に
外
部
委
託

12月
議
会
の
対
応

に
市
長
が
謝
罪

川越駅西口広場が完成


